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函館で学んだことを、 活かしたい。

P a r t

22

丸　藤：　もうすぐ卒業ですね。どんな学
　　　　生生活でしたか？
佐々木：　青森の実家から離れて初めて１人
　　　　で生活するということで、自由を
　　　　手に入れたとか解放感があったの
　　　　と同時に、イベントとか市民活動
　　　　などいろんなことに関わりいろん
　　　　な人と出会えた４年間だったと思います。
丸  藤：　具体的にはどんなことをしたん　
　　　  ですか？
佐々木：　まちワーク研究室では、子ども
        たちと一緒に西部地区を探検した
        り新聞づくりをしたりです。バル
        街や映画祭にも参加しました。
丸  藤：　大人の人たちが作っているイベ
　      ントにも参加したんですね。
佐々木：　普段普通に仕事をしながら、市
        民の方がいかに楽しむかというの
        を目標に笑顔で活動している姿を
        見て、私も将来的には仕事をしな
        がらも楽しみを見つけられる人に

        なりたいなと思うようになりました。
丸  藤：　峯さんは？
　峯　：　色々刺激的な毎日が続くのかな
　　　　と思ったのですが、その刺激は自
　　　　分で決断し得ていかなくてはなら
　　　　ないと考えました。そこで、セパ
　　　　タクローやダーツとかボルダリン
　　　　グという岩登り等も始められたの
　　　　で、それなりに刺激があることは
　　　　できたかなと思います。
丸　藤：　ずいぶん珍しいことにも挑戦し
　　　　たんですね。
　峯　：　実は北海道はセパタクローが盛
　　　　んな地域で、函館のクラブに入っ
　　　　ている方で４０人くらい。毎年、
　　　　札幌・室蘭・函館の団体が集まっ
　　　　て大会を開いているんですよ。同
　　　　じ足で蹴るスポーツですが、サッ
　　　　カーとは違う楽しみ方ができます。
丸　藤：　函館生活で感じたことは？
佐々木：　実家の辺りでは、車とか電車と
　　　　かを使わなくてはあちこち行くこ
　　　　とができなかったのですが、函館
　　　　に来て、好きな時に自転車でいろん
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　　　　なところを巡れるので凄く面白い
　　　　なと思いました（笑）。
丸　藤：　期待以上だったとか、期待外れ
　　　　だったとかはありましたか？
佐々木：　期待以上だったのは景色とか観
　　　　光名所とかお出かけスポットとか
　　　　イベントとかいろんなことがあって
　　　　凄く面白かったことです。でも、
　　　　それだけ恵まれているのに、普段
　　　　の買い物をするのが難しいのが期
　　　　待外れでした。
　峯　：　西部地区やレンガ倉庫のような
　　　　観光の魅力とか、人を呼び寄せる
　　　　魅力を持っているというだけで素
　　　　晴らしいと思います。観光に力を
　　　　入れていることは分かるのですが、
　　　　今後は住民がもっと生活しやすい
　　　　ように、交通機関の整備も必要だ
　　　　と思います。
丸　藤：　誰かから、函館の大学に進みた
　　　　いと相談されたらどうします？
佐々木：　函館は市民活動に参加しやすい
　　　　雰囲気があり、開かれています。
　　　　色んな人と出会えるし、発見でき
　　　　るよと教えてあげたいです。
　峯　：　やりたいことができる街で、活
　　　　動団体も揃っています。ぜひ来て、
　　　　学生生活を楽しんでもらいたいです。
丸　藤：　函館で学生生活を楽しむコツを
　　　　教えて下さい。
　峯　：　例えば、全国の大学には多くあ
　　　　るフットサルのサークルが私の大
　　　　学にはありません。市内にフット
　　　　サルコートもない。でも、若者が
　　　　声をあげれば動き出すかもしれな
　　　　い。そういう動き出させる場をつ
　　　　くっていければ良いと思います。
佐々木：　たくさんの方に出会うと思いま
　　　　すが、一回でも関わったら挨拶を
　　　　するように心がけること。そのこ
　　　　とで、違う立場の人とも結びつき
　　　　やつながりができます。そのこと
　　　　が、将来に活きてくると思います。
丸　藤：　やり残しちゃったことはありま
　　　　すか？
佐々木：　挨拶をしそびれて疎遠になって
　　　　しまった人がいます。仲良しにな
　　　　れていたら、もっと色んなことが
　　　　出来ていたかもしれません。これ
　　　　からかは、そういう風にならない
　　　　ように先入観なしに好意を持って
　　　　接して行けるようにしたいです。
　峯　：　友人にネットワークづくりが上
　　　　手な人がいて、そういう風な性格
　　　　をもっと吸収したかったと思います。
丸　藤：　二人とも青年センターでアルバ
　　　　イトをしていましたが、そこから
　　　　得たものはありますか？
　峯　：　サークル活動というのは学校の

　　　　中だけで完結しているものだと思っ
　　　　ていたのですが、青年センターに
　　　　は若者からお年寄りまで来られる
　　　　ので、閉じたものではなく開かれ
　　　　たものだと知りました。
佐々木：　事務関係は初めてだったのです
　　　　が、責任感とか細かな注意力、気
　　　　遣い等が必要だったので自分に無
　　　　いものが見えてきました。社会人
　　　　になったら、もっと責任感を持て
　　　　るようにと思います。
丸　藤：　４月からは新社会人ですね。
佐々木：　仕事に早く慣れたいという気持
　　　　ちはもちろんですが、仕事をして
　　　　いても自分の趣味とか楽しいこと
　　　　を持っている人になりたいと思い
　　　　ます。
　峯　：　街には、年代、考え方、性格な
　　　　どが違う様々な人がいるので、そ
　　　　れぞれのニーズに合った働き方が
　　　　できる社会人になりたいです。
丸　藤：　学生生活で学んだことは生かせ
　　　　そうですか？
佐々木：　接するのが難しいなと思う人が
　　　　いたとしても、自分からは嫌な行
　　　　動をおこさないで、明るく元気に
　　　　自分の好きな人と同じように接し
　　　　たいなと思います。
　峯　：　色々な立場や思いの人がいる時
　　　　の調整をしたことがあります。そ
　　　　ういう人の思いをうまく活かして
　　　　いくところは必要だと思います。
丸　藤：　最後に、一言ずつメッセージを。
佐々木：　私は就職で函館を離れますが、
　　　　これからの函館が観光の面でも住
　　　　むことでも、もっと良くなること
　　　　を祈ってます。
　峯　：　函館は自分のやりたいことを何
　　　　でもできる街ですので、自分で制
　　　　限をかけずにどんどんチャレンジ
　　　　していって欲しいです。
丸　藤：　これからの活躍に期待していま
　　　　す。頑張ってください。
佐々木・峯：　ありがとうございます。


	hakomachi_vol24_p2
	hakomachi_vol24_p3

